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10 月１日から子ども医療費助成が 18歳まで拡充されます。改正の目的は、子どもにとって必要な医療
を安心して受けられる環境を整えるとともに、子育て世代の経済的支援の充実を図ることです。
（主な改正内容：通院の自己負担－ 16歳～ 18歳まで上限 1200 円、入院の自己負担なし）

Ｑ　�子ども医療費の自己負担に所得制限はあるか。

Ａ　�所得制限は設けていない。

Ｑ　�通院の自己負担について、受益者負担は必要であると思うが、物価
高騰で生活に影響が見られる中、所得に応じて軽減する等の対応は
検討すべきではないか。

Ａ　�物価高騰は低所得者のみならず全体に影響している。今は考えてい
ないが、状況に応じ検討する場合も出てくる可能性はある。

Ｑ　�子どもを多く抱えている世帯には、今後の自己負担のあり方につい
て検討するべきではないか。

Ａ　�子どもが３人目になってくると自己負担が大きくなる。年度内に子育て支援のあり方について整理
し、検証したい。

令和４年度分の住民税非課税世帯に１世帯当
たり 10万円を支給します。

Q　�１世帯当たり一律 10 万円を支給するが、
今般の物価高騰では、家族が多いほうが影
響を強く受ける。給付が公平となるような
手立てはないのか。

A　�今回の補正予算は国の対応に沿ったもの
で、町の独自支援ではない。ただ、今後の
臨時地方創生交付金では、地方の実情に
沿った対応が可能となるので、町独自の対
応を今検討中である。

住民税非課税世帯への臨時特別給付金
� 4000 万円

低所得のひとり親世帯と令和４年度分の住民
税均等割が非課税の子育て世帯に対し、児童１
人当たり一律５万円を支給します。

低所得の子育て世帯に特別給付金
� 1750 万円

～子育て支援の拡充へ～　子ども医療費助成 18歳まで拡大へ

サンリーアイの遊具の充実のために、４月１日
に株式会社ナッツ様より 700 万円の寄附の申
出が岡垣町にありました。これを受け、５月臨
時会では負担付きの寄附の受入を可決し、本定
例会の補正予算で改修工事費 1000 万円が計上
されました。

Ｑ　�株式会社ナッツ様からは 700 万円の寄附
であったが、なぜ町が 300 万円を上乗せ
した 1000 万円の補正予算となったのか。

Ａ　�現在の小さい子ども用の遊具は残したま
ま、新たに２基以上増やして充実させるため
1000万円の補正予算を計上している。

■６月定例会　主な議案

■補正予算

サンリーアイの遊具充実へ　1000 万円

2定例会・臨時会　概要



福岡県医療労働組合連合会
より陳情が提出され、文教
厚生常任委員会で審議し採
択すべきと決定。本会議で
陳情の採択、議員発議で意
見書が提出され、全員賛成
で可決されました。

（要旨）
安全・安心の医療・介護福
祉提供体制を確保すること。
保健所の増設など公衆衛生
行政の体制を拡充し、保健
師等を増員すること。

安全・安心の医療・介護・福祉
を実現し国民のいのちと健康を
守るための意見書

３月議会で、総合グラウンド・松ケ台グラウンド・情報プラザ人の駅・岡垣サンリーアイの使用料金を
令和５年４月１日から引き上げる改正が行われましたが、議会では附帯決議を採択し、引き上げ時期に
ついて検討するよう要望していました。
臨時会では、引き上げは当分の間行わないと専決処分した議案が出され、全員賛成で承認されました。

■５月臨時会

岡垣町シルバー人材センター（以下「センター」という）より陳
情が提出され、文教厚生常任委員会で審議し採択すべきと決定。
本会議で陳情の採択、議員発議で意見書が提出され、全員賛成で
可決されました。

（要旨）
令和５年 10月よりインボイス制度※が導入されると、年間課税売
上高 1000 万円以下の事業者として消費税納税義務が免除されて
いる会員は、適格請求書を発行することができないことから、セ
ンターでは仕入税額控除ができなくなる。よって、国においては
センターと会員間の取
引税額は一般の商取引
とは異なることを考慮
し、会員配分金におけ
るインボイス制度の適
用除外等、センターの
安定的事業運営のため
の適切な措置を講ずる
よう強く求める。

シルバー人材センターに対する支援を求める意見書

■意見書を可決しました。この意見書は、議長名で内閣総理大臣ほか関係機関に提出します。

※�「適格請求書等保存方式」。事業者等が消費税を納めるとき、所定の記載要件を満た
した「適格請求書（インボイス）」により消費税の仕入額控除を受けることが可能

■６月臨時会　一般会計補正予算　２億 2100 万円

①新型コロナウイルス感染症の影響で売上が減少した中小事業者等への支援金
②�原油価格・物価高騰等の対策として、水道料金の減額、井戸世帯に対する負担軽減、学生応援事業、
小中学校・保育所や幼稚園への給食材料費高騰対策

Ｑ　�中小事業者等への支援金について、国の事業復活支援金
の対象者に支援金を上乗せ給付するということであるが、
事業復活支援金を受給した事業者だけが対象となるのか。

Ａ　�事業復活支援金を受給していない事業者も対象となる。

Ｑ　�物価が高騰した分の給食材料費の補助について、さら
に物価が上昇し、補助が足りなくなった場合はどうす
るのか。

Ａ　�その場合は、対策を検討する。

新型コロナウイルス感染症対策、原油価格・物価高騰等対策

3 定例会・臨時会　概要



内　　　容
採
決
日

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

結果

川
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太
田
　
清
人

三
浦
　
　
進

岡垣町情報プラザ人の駅の施設使用料の引き上げ時期を延
期する条例改正です 5/11 承認 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

町民総合グラウンド、松ケ台グラウンドの使用料の引き上げ
時期を延期する条例改正です 5/11 承認 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣サンリーアイのハミングホール等の使用料の引き上げ
時期を延期する条例改正です 5/11 承認 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

地方税法等の改正に伴い、商業地等の土地に係る課税標準額
の上昇幅の抑制等岡垣町税条例の一部を改正する条例です 5/11 承認 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

国民健康保険税の基礎課税額を 63 万円から 65 万円、後期高
齢者支援金等の課税額を 19 万円から 20 万円に引き上げます 5/11 賛成多数

承認 〇 〇 ● 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣サンリーアイの遊具充実のため、株式会社ナッツ様よ
り 700 万円の寄附を受け入れます 5/11 可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度コミュニティバスの車両を購入するための契約です 5/11 可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岡垣町固定資産評価審査委員会委員の選任 6/3 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
消防ポンプ自動車購入契約 6/3 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
印鑑登録証を持参していない場合でも、本人確認ができる
ときは、印鑑登録証明書の取得ができるようになります 6/15 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

地方税法等の改正に伴い、住宅ローン控除の延長・見直し
等岡垣町税条例の一部を改正します 6/15 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

子ども医療費の対象を 18 歳まで拡充します 6/15 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
新型コロナウイルス感染症の影響で収入が 30％以上減少
した個人事業主等に対し、令和３・４年度分の国民健康保
険税の減免を行います

6/15 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度　岡垣町一般会計補正予算（第１号） 6/15 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和４年度　岡垣町一般会計補正予算（第２号） 6/15 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
安全・安心の医療・介護・福祉を実現し国民のいのちと健
康を守るための国に対する意見書採択のお願い 6/15 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

シルバー人材センターに対する支援を求める意見書の提出
に係る陳情書 6/15 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

安全・安心の医療・介護・福祉を実現し国民のいのちと健
康を守るための意見書 6/15 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

シルバー人材センターに対する支援を求める意見書 6/15 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
コロナ禍における原油価格・物価高騰対策としての水道料金
の臨時特例に関する条例の制定について 6/28 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度　岡垣町一般会計補正予算（第３号） 6/28 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和４年度　岡垣町水道事業会計補正予算（第１号） 6/28 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※議長は地方自治法の規定により議決には加わりません。
　内容の文言は一部、議案の正式名称ではなく分かりやすく表記しています。
　これらの議案のほか４件の報告を受けました。
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議会のHPから録
画データを視聴で
きます

ページ 議員氏名 内　　容

5 川地　啓輔 　１．通学路の安全対策について
　２．公共交通について

6 平山　正法
　１．新型コロナウイルス感染症対策について
◇２．子ども医療費について
◇３．アピアランスケア推進事業について

6 太田　　強 　１．中西部地域活性化について（その２）
7 市津　広海 　１．町の活性化について
7 安里　雅恵 　１．さらに魅力的な岡垣をＰＲするために

◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です

川
地

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
整
備
し
ま
す
か
。

町
長

今
年
度
に
新
設
さ
れ
た
国
の
個
別
補

助
事
業
な
ど
の
財
源
を
最
大
限
活
用
し
、
整

備
促
進
に
努
め
ま
す
。

川
地

通
学
時
の
事
故
防
止
に
は
ど
う
取
り

組
ん
で
い
ま
す
か
。

教
育
長

通
学
路
は
多
少
遠
回
り
に
な
っ
て

も
、
交
通
量
が
あ
ま
り
多
く
な
い
こ
と
や
歩

道
が
あ
り
安
全
な
ル
ー
ト
を
学
校
が
指
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
折
尾
警
察
署
な
ど

か
ら
交
通
安
全
指
導
を
受
け
た
り
、
児
童
生

徒
や
保
護
者
、
地
域
と
と
も
に
安
全
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
通
学
路
で
特
に
気
を
つ
け
る
箇

所
の
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。

川
地

９
月
末
に
は
岡
垣
町
の
大
動
脈
と
も

言
え
る
西
鉄
バ
ス
の
波
津
系
統
が
、
毎
年
町

か
ら
多
額
の
補
填
を
し
て
い
て
も
撤
退
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
民
間
の
バ
ス
事
業
者
に
頼

ら
な
い
町
独
自
の
運
行
は
お
考
え
で
す
か
。

町
長

現
段
階
で
は
西
鉄
バ
ス
に
頼
ら
な
い

町
独
自
の
公
共
交
通
体
系
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
松
ケ
台
循
環
線

の
利
用
者
の
推
移
や
運
行
補
填
に
よ
る
財
政

負
担
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
判
断
し
て

議員
町長

交
通
弱
者
の
利
便
性
を

ア
ク
セ
ス
向
上
を
目
指
す

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

川
地

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
充
実
と
オ
ン

デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
の
運
用
は
ど
う
行

い
ま
す
か
。

町
長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
い
ず
れ
の
路
線

も
利
用
者
が
減
少
し
収
益
が
悪
化
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
策
定
し
た
第
４
次
公
共
交
通
体

系
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
本
年
秋
に
大
幅
な

路
線
再
編
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
で
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
利
用
予
約
が
可
能
と
な
り
、

ア
ク
セ
ス
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

西鉄バス波津系統撤退は残念

川
かわ

地
ち

　啓
けい

輔
すけ

 議員
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太
田

海
岸
線
を
走
る
自
転
車
道
と
新
た
に

オ
ー
プ
ン
し
た
自
転
車
休
憩
施
設「
リ
ン
リ

ン
ク
ラ
ブ
岡
垣
」は
町
に
と
っ
て
さ
ら
な
る
地

域
活
性
化
の
大
き
な
柱
と
な
り
ま
す
。
町
と

し
て
ど
の
よ
う
に
利
活
用
し
て
い
き
ま
す
か
。

町
長

「
リ
ン
リ
ン
ク
ラ
ブ
岡
垣
」
は
県
に

よ
り
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
14
日
に
完
成

式
典
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
多
く
の
人
が
訪

れ
、
岡
垣
町
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
活
用
方
法
を
県
と
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

太
田

岡
垣
町
の
お
い
し
い
水
を
利
用
し
て

地
ビ
ー
ル
製
造
所
や
酒
蔵
も
建
設
が
進
ん
で

い
ま
す
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
も
一
部
稼
働
し
始
め

ま
し
た
。

　

最
近
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
岡
垣
町
が

大
々
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
と

し
て
更
な
る
支
援
、
Ｐ
Ｒ
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

町
長

本
町
に
は
、
地
下
水
を
利
用
し
た
特

産
品
で
あ
る
本
格
焼
酎
岡
垣
が
あ
り
、
１
０

０
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
て
磨
か
れ
た
地
下

水
は
、
町
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
と

捉
え
て
い
ま
す
。

平
山

岡
垣
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
事

業
内
容
は
、
住
民
や
中
小
企
業
者
な
ど
を
支

援
す
る
も
の
で
、
多
く
の
方
々
か
ら
喜
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
事
業
を
実
施
し
た
か
ら
終
わ
り

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う

な
課
題
が
あ
り
、
今
後
は
ど
の
よ
う
に
生
か

し
て
い
く
の
で
す
か
。

町
長

感
染
症
が
与
え
る
影
響
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
分
野
や
住
民
一
人
ひ
と
り
の
生
活

環
境
に
よ
っ
て
も
異
な
り
、
町
と
し
て
、
限

ら
れ
た
財
源
の
よ
り
有
効
な
使
い
道
を
見
極

め
る
こ
と
が
常
に
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
対
策
な
ど
は
、
対
象
者
に
早

急
に
支
援
が
行
き
届
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
短
期
間
で
制
度
を
設
計
し
、
事
業
実
施

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
適
切
な
対
象
者
の
把
握
や
需
要
量
の
予

測
、
す
べ
て
の
対
象
者
に
確
実
に
情
報
を
周

知
す
る
こ
と
の
難
し
さ
も
課
題
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
課
題
と
向
き
合
い
な
が
ら
、

議員

議員

町長

町長

「
リ
ン
リ
ン
ク
ラ
ブ
岡
垣
」
の
利
活
用
は

国
の
交
付
金
で
支
援
を

観
光
資
源
と
し
て
活
用
方
法
を
検
討
す
る

検
討
を
進
め
て
い
る

　

町
自
慢
の
お
い
し
い
水
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

で
、
酒
蔵
や
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
製
造
所
の
Ｐ

Ｒ
に
も
つ
な
が
り
、
こ
こ
で
造
ら
れ
る
日
本

酒
や
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
が
広
く
知
ら
れ
る
こ

と
で
、
岡
垣
町
の
お
い
し
い
水
も
知
名
度
が

上
が
る
好
循
環
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

住
民
や
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
策
の
検

討
や
、
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
活
用
し
た
対
象
者

へ
の
周
知
の
徹
底
な
ど
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

平
山

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
侵
攻
問
題
、
政
府
の

金
融
緩
和
な
ど
の
影
響
で
物
価
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。

　

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
事
業
者
や
高
齢

者
な
ど
へ
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

町
長

令
和
４
年
度
の
国
の
交
付
金
拡
充
に

伴
う
町
独
自
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て

の
住
民
が
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
て
い
る
現
況
も
考
慮
し
た
上
で
、
現
在

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

オープンしたリンリンクラブ岡垣　さらなる観光客に期待

平
ひらやま

山　正
まさのり

法 議員

太
おお

田
た

　　強
つよし

 議員
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安
里

岡
垣
町
の
空
き
家
等
対
策
計
画
の
進

捗
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

町
長

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
令
和
３
年
に
空
き
家

等
関
連
マ
ッ
プ
を
紙
媒
体
か
ら
デ
ー
タ
で
保

存
す
る
よ
う
に
し
た
の
で
、
情
報
の
共
有
が

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
啓
発
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
固
定
資
産
税
の
納
付
書
と
一
緒

に
同
封
し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

安
里

空
き
家
を
減
ら
す
取
り
組
み
の
大
き

な
課
題
は
何
で
す
か
。

町
長

個
人
の
財
産
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

家
族
の
思
い
入
れ
が
あ
る
こ
と
で
す
。

安
里

空
き
家
を
増
や
さ
な
い
取
組
の
課
題

は
何
で
す
か
。

町
長

他
人
事
で
は
な
く
、
一
人
一
人
が
身

近
に
捉
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

安
里

家
は
所
有
者
だ
け
で
な
く
家
族
な
ど

も
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
な
の
で
難
し
さ
が
あ

り
ま
す
が
、
空
き
家
の
活
用
方
法
は
様
々
あ

り
ま
す
。
民
間
な
ど
と
連
携
し
て
活
用
す
る

こ
と
は
ど
う
で
す
か
。

町
長

今
年
度
か
ら
空
き
家
対
策
委
員
に
古

民
家
再
生
に
特
化
し
た
方
が
加
わ
り
、
情
報

収
集
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。

議員
町長

空
き
家
の
対
策
に
つ
い
て

さ
ら
に
進
め
て
い
く

安
里

今
年
の
出
前
講
座
の
中
に
明
治
安
田

生
命
セ
ミ
ナ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
で
Ｍ
ｙ
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
や
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が

加
え
ら
れ
ま
し
た
。
講
座
を
通
し
て
働
き
か

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

町
長

岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し

た
終
活
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
り
、
空
き
家

相
談
会
に
お
い
て
は
専
門
家
の
助
言
に
よ
り

解
消
し
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
対
策

を
進
め
ま
す
。

市
津

海
老
津
白
谷
線
、
駅
南
駐
車
場
造
成

工
事
後
の
進
捗
状
況
は
。

町
長

民
間
活
力
を
生
か
し
た
開
発
の
実
現

に
向
け
て
検
討
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
宝
地

区
を
中
心
と
し
た
開
発
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、

民
間
事
業
者
の
進
出
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

市
津

学
校
、
企
業
誘
致
の
話
が
あ
れ
ば
検

討
す
る
と
い
う
受
け
身
の
よ
う
で
す
が
、
海

老
津
駅
か
ら
宝
地
区
ま
で
は
10
分
圏
内
で
交

通
の
便
が
よ
い
の
で
町
が
積
極
的
に
誘
致
活

動
を
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長

海
老
津
駅
南
側
開
発
は
、
地
権
者
の

合
意
形
成
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
の

で
、
将
来
に
向
け
た
都
市
基
盤
を
形
成
す
る

中
で
、
事
業
の
実
現
性
な
ど
か
ら
駅
北
側
の

整
備
を
優
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
津

情
報
プ
ラ
ザ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー
の

使
用
状
況
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
及

び
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
利
用
者
が
減
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
町
の
施
策
は
。

町
長

現
在
推
進
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
化
を

踏
ま
え
、
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
検
証

し
て
い
き
ま
す
。

市
津

中
西
部
地
域
に
お
い
て
、
地
ビ
ー
ル

製
造
所
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
、
酒
蔵
が
で
き
ま
す

議員
町長

町
が
活
性
化
す
る
た
め
道
の
駅
を

ワ
イ
ナ
リ
ー
を
観
光
情
報
発
信
拠
点

と
し
て
検
討
し
て
い
く

が
、
一
方
で
焼
酎
岡
垣
の
在
庫
状
況
は
ど
う

で
す
か
。

町
長

一
升
瓶
換
算
で
平
成
24
年
度
は
約
２

万
６
千
５
百
本
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
芋
の
作
付
が
で
き
な
か
っ
た
年
が

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
令
和
３
年
度
は
約
８

千
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
津

販
売
促
進
の
た
め
、
道
の
駅
を
建
設
す

る
と
町
が
活
性
化
す
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

町
長

ワ
イ
ナ
リ
ー
を
新
た
な
観
光
情
報
発

信
拠
点
と
し
て
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

町政を問う　一般質問

国道495号線垂水峠登り口で人気のワイナリー

市
いち

津
づ

　広
ひろ

海
み

 議員

安
あ

里
さと

　雅
まさ

恵
え

 議員

空き家

空き家に関する悩みや困りごとがある方は
まずは岡垣町にご相談ください

空き家の有効活用に向けて、お手伝いします

あなたの

売却 地震へ
の備え 解体賃貸

？

岡垣町役場　都市建設課
☎ 093-282-1211（代表）

は

大丈夫
「空き家を持っているけれど、どうしていいか分からない・・・」

相 談 無 料
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Ｑ　活動内容などを教えてください。
Ａ　�第１から第４までの毎週火曜日に昼と夜の部に分

け、手話の会を行っています。設立当初から、町内
在住で聴覚に障害のある太田和徳さん、廣子さんご
夫妻により、手話を学び交流を図っています。

　　�また、令和４年５月現在で26名の会員登録がありま
すが、実際の活動に参加できているのは20名程度
です。後天的に失聴・難聴となられた会員も数名お
られます。手話を覚えるには数年かかると思います。

Ｑ　�町の大きなイベントなどで、よく手話通訳されていますね。
Ａ　�原稿がある場合は太田

さんご夫妻に指導をい
ただき事前に準備をし
ます。原稿がない場合
は同時通訳となるの
で、とても難しくなり
ます。

手話は世界共通ではないけど、聴覚に障害のある方々とのコミュニケーションのかけ
橋だよ！お問い合わせは、岡垣町役場�福祉課�人権・地域福祉係まで　TEL�282-1211

ちちいきのいきのちちからから

団体紹介：第10回　～岡垣手話の会～

Ｑ　活動で苦労されたこと、やりがいは何ですか。
Ａ　�最初はなかなか手話が通じず苦労しましたが、だん

だん会話ができるようになってきて、気持ちが通じ
合うようになったことが嬉しかったです。

Ｑ　町や議会に望むことは何ですか。
Ａ　�以前は役場に通訳の方がいらっしゃったのですが、今

はいらっしゃらず困っています。また、手話通訳がで
きる方が少ないので、町が主体となって勉強会など
を開催し、育成していただきたいです。（太田夫妻）

Ｑ　住民の方へひとこと。
Ａ　�「手話」だけでなく、身振り手振り、筆談でもコミュ

ニケーションできます。私たちも社会参加がしたいの
で、どうぞ遠慮せずに語りかけてください。（太田夫妻）

びわりんびわすけの

　この企画は、岡垣町で頑張っている皆さんの活
動内容、町や議会への要望などを取材しています。

主に毎週火曜日に手話の学習会や交流会を行
い、聴覚に障害がある方々とのコミュニケー
ションを図り、交流を深めるとともに、様々な
行事に参加してボランティアでの手話通訳を
行っています。

　平成２年にボランティアサークルとしてスタートし、
その活動は 30年を超え、長い歴史を持っています。会
の目的は、聴覚に障害のある人との交流の場を作ること
により、情報交換・コミュニケーションをしっかりとっ
て、「社会参加を共にする」ことです。現在、手話奉仕
員養成講座などは、法に基づき市町村の必須事業となっ
ています。中間市と遠賀郡４町による「中遠ろうあ者協
会」が受託し、事業を行っています。

活動内容

「
え
」
か
ら
始
ま
る
文
章
を

　
　
　
皆
で
考
え
手
話
に
直
し
ま
す

笑顔を絶やさずインタビューに答
える石田典子さん、太田和徳さん・
廣子さん夫妻（左から）

様々なイベントで活躍
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